
令和元年８月 第２回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和元年８月１９日（月）午前９時３０分～午前１０時００分 
 
２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

台風 10号への対応についてお礼申し上げる。 

国では来年度予算の概算要求に入る時期であるが、一方で地方は今年度の取組を進

めているところである。国の動きにも注意しながら、今年度の部の重点課題等の進行

管理を今一度お願いしたい。例えば計画の策定であれば、審議会等の手続が済んで内

容が固まった段階ではなく、その前の段階で事前に計画の中身について協議を行うよ

う確実に対応していただきたい。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

   なし 

     

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

   なし 

 

４ その他 

① 地域公共交通網形成計画アンケートについて（生活環境部長） 

現在、地域公共交通網計画については現状分析を行っており、今後は、各種アン

ケートや地域へ出向いての意見交換会のほか、関係各課へのヒアリングを予定して

いるので協力をお願いする。 

  ・アンケートについては、一般市民（市内陸地部、島しょ部）のほか、運転免許返

納者、高校生及びその保護者を対象に実施する。 

  ・全コミュニティでの意見交換会、交通事業者や庁内関係各課へのヒアリングを予

定している。（環境安全課長） 

  →「買い物」、「通院」に関する質問項目について、選択肢の施設の選定基準は明確

に考え方を示せるようにしておくこと。（副市長） 

  →施設を列挙するのであれば、立地適正化計画の観点からも「その他の施設」の選

択肢に市民総合センターは加えるべきである。（産業文化部長） 



  →記入例で示し、施設名称を記入してもらう方法も検討すること。（市長） 

  →乗り継ぎの状況を確認できる項目はあるか。計画策定のうえで必要では。（市長） 

  →複数の移動手段がある場合は全てにチェックしてもらうようにしている。（環境

安全課長） 

  →高齢者支援課で取り組んでいる移動支援事業のほか、パーク＆ライド、カーシェ

アなど、新たな取組のニーズに関する設問項目も検討すること。（市長） 

  →観光協会のレンタサイクルは、通院や通学に利用する人もいるが、大半は観光客

等が駅前から目的地に向けて利用するケースが多い。丸亀駅観光案内所でも公共

交通機関であるバスの問い合わせは多い。別の機会でも良いが、観光客のニーズ

も把握し、計画に反映することも検討いただきたい。（ボートレース事業局次長） 

 

② 学校施設長寿命化計画について（教育部長） 

修正が出たため、本日の説明、審議は延期することとしたい。 

 

③ 決算特別委員会審査日程について（議会事務局長）  

   日程調整のうえ、配布資料のとおり決定したのでお知らせする。 

 

④ まるがめ婆娑羅まつりについて（産業文化部長） 

天候の状況が懸念されるが、踊りについては雨でも実施する。花火大会は小雨決

行で、8月 24日当日 15時の時点で開催するかどうか決定する。22日に職員向けの

説明会を実施するので協力をお願いする。熱中症対策には各自気をつけていただき

たい。 

 

⑤ 台風 10号による被害状況について（教育部長） 

本島の塩飽勤番所と夫婦倉の外壁の一部に被害が出ている。瀬戸内国際芸術祭も

控えているので早急に対応したい。 

 

５ 副市長から 

  冒頭市長からもあったように、十分なチェックがなされないまま、各部署の取組が

進められるケースがある。業務スケジュールを課内で改めて確認し、場当たり的な対

応にならないように気をつけていただきたい。 

  基本的なことであるが、新規採用職員など挨拶が十分できていない時が見受けられ

るので、再度部署内で周知していただきたい。また、課員には報告・連絡・相談の徹

底、管理職にはパワハラ等がないように風通しの良い職場づくりを心がけていただく

よう指示をお願いする。 



 

６ 教育長から 

  次年度以降に使用する、新教育課程に基づく小学校の教科書採択業務が終了し、  

9月 2日に結果を公表する。広聴広報課の情報公開コーナーで、採択理由のほか、実

物の展示を行うとともに、より広く市民に知っていただくため、市内の図書館 3ヶ所

でも展示し、その後常設する予定である。 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

盆のレースは各支部の選手主体で組まれるため、実質その支部の実力、人気が問われ

るレースとして注目されている。ナイターレース 7 場のなかで丸亀の売上状況は悪く、

多いレース場では丸亀の倍以上の売上がある。選手の強化についても長期的な視点で 

関係団体とともに取り組んでいきたい。 

 

８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 ○ 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長 宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長 小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長 谷 口 信 夫 代 

産業文化部長 山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 ○ 

教 育 部 長 川 田 良 文 ○ 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

 



(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長          井 上 孝 敏 

総務部財務課長           宮 西 浩 二 

都市整備部長代理 

都市整備部都市計画課長       吉 本 博 之 

    

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長          窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課副課長        谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長    野 本 政 宏 

   市長公室秘書政策課主査         宇 野 大志郎 


